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この「授業ガイド」は、令和６年度中学校美術科におけるカリキュラム開発研究「造形的な見方・考

え方を働かせながら感じ方を深められる生徒の育成―教科等横断的な視点からの授業改善―」で行った

検証授業の内容をまとめたものです。本ガイドとは別に、教科等横断的な視点から授業をつくる際に活

用する「授業デザインソフト」を研究の成果物として配布しています。検証授業の内容とともに、授業

デザインソフトの具体的な使用方法をまとめました。 

 「教科等横断的な視点」は「中学校学習指導要領 解説 総則編」において、カリキュラム・マネジ

メントの一側面として記載されており、教育課程を編成する上では「学習の基盤となる資質・能力や現

代的な諸課題に対応して求められる資質・能力など,学校として,教科等横断的な視点で育成を目指す資

質・能力を明確にし,その育成に向けた適切な指導がなされるよう配慮する。」と記されています。ま

た、「付録６」には育成したい資質・能力に応じた「教科等横断的な教育内容」が具体的に示されてい

ます。 

 「教科等横断的な教育内容」を実現するための過程や指導方法については様々な形態が考えられます

が、本研究では、他教科等の教員や外部人材と円滑に連携を図る上で必要な手だてを中心に据えていま

す（下図「授業デザインソフト」内、「教科等横断 授業形態チェックシート」）。美術科以外の先生方

も、御自身の教科等でどのように教科等横断的な視点から授業をつくることができるか、考えるきっか

けにしていただけましたら幸いです。 

 本ガイドは、学習指導案をベースとしながら、実際に使用した教材等も掲載しました。ぜひ、御活用

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「授業デザインソフト」内、「教科等横断 授業形態チェックシート」 

 

はじめに 
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国語 美術 
「校内 TT 型」 

検証授業Ⅰ 
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国語科 美術科 学習指導案 

（教科等横断的な学習） 

 授業デザインソフトの活用 １  

⑴ 「教科等横断 授業形態チェックシート」で授業形態を確認する。 

   今回は、複数人で授業を実施→ティーム・ティーチングで実施（TT型）→校内で実施 である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

⑵ ⑴で選択した表の下部に「授業デザインソフト」内の関連する

ページのリンクがある。 

 

                「年間指導計画一覧」、「TTチェックシート」を活用し、授業を計

画する。 

  

⑶ 「年間指導計画一覧」を開くと、何月の何週に各教科等でどのような学習が行われているのか、確

認することができる。この表を基に授業の実施時期を検討する。（可能なら前年度に検討） 
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 ⑷ 各教科の予定の「ジャンプ」ボタンを押すと、詳細な内容のページ（各教科の年間指導計画） 
へ移動するようになっている。 
 

    実施週                  実施月 

 

 

 

 

 題材名 

    ジャンプボタン「美術」を押すと、「美術の年間指導計画」へ移動する。 

 ⑸ 「各教科の年間指導計画」のページで題材（単元）の目標及び評価規準を確認する。 
  題材名は「年間指導計画一覧」に反映されるため、他教科の担当が見ても内容が伝わるように 
  書く。  
                                           目標 

 

 

 

 

 評価規準 

 

１ 題材（単元）名 「君は『最後の晩餐』を知っているか」 「国語２」光村図書出版 

 

２ 国語科の単元の目標  

 ⑴ 「知識及び技能」に関する単元の目標 

  ・ 意見と根拠及び具体と抽象など、情報と情報との関係について理解することができる。 

   （情報の扱い方に関する事項（２）ア） 

 ⑵ 「思考力、判断力、表現力等」に関する単元の目標 

  ・ 目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得て、内容を解釈することができる。 

   （Ｃ読むこと（１）イ） 

  ・ 根拠の大切さを考えて説明や具体例を加えたり、表現の効果を考えて描写したりするなど、自

分の考えが伝わる文章になるように工夫することができる。 

   （Ｂ書くこと（１）ウ） 

 ⑶ 「学びに向かう力、人間性等」に関する単元の目標 

  ・ 言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の言語文化を大切にして、

思いや考えを伝え合おうとすることができる。 

 

 

 

 

  

 

５ 
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３ 美術科の題材の目標 

⑴ 「知識及び技能」に関する題材の目標 

  ・ 形や色彩などの組み合わせや、それらが感情にもたらす効果などを理解する。 

   （〔共通事項〕（１）ア） 

  ・ 遠近法や明暗法などの造形的な特徴を基に、全体のイメージや作風などで捉えることを理解 

する。 

   （〔共通事項〕（１）イ） 

⑵ 「思考力、判断力、表現力等」に関する題材の目標 

  ・ 西洋で受け継がれてきた表現の特質などからルネサンスの美術作品がもつよさや美しさなどを

感じ取り、新たな表現を目指した作者の制作の意図や表現の工夫、関連する文化や社会について

考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深める。 

   （「Ｂ鑑賞」ア（ア）） 

 ⑶ 「学びに向かう力、人間性等」に関する題材の目標 

  ・ 美術の創造活動の喜びを味わい、ルネサンスの美術作品について主体的に考えるなどして、鑑

賞する学習活動に取り組もうとする。 

 

４ 単元の評価規準（国語科） 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 
ウ 主体的に学習に取り組む 

態度 

意見と根拠及び具体と抽象な 

ど、情報と情報との関係につい

て理解している。 

① 目的に応じて複数の情報を

整理しながら適切な情報を得

て、内容を解釈している。 

② 根拠の大切さを考えて説明

や具体例を加えたり、表現の

効果を考えて描写したりする

など、自分の考えが伝わる文

章になるように工夫して 

いる。 

 粘り強く観点を明確にして文

章を比較し、今までの学習を生

かして考えたことを文章にまと

めようとしている。 

 

 

５ 題材の評価規準（美術科） 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 
ウ 主体的に学習に取り組む 

態度 

知① 形や色彩などの組み合わ

せや、それらが感情にもた

らす効果などを理解して 

いる。 

知② 遠近法や明暗法などの造

形的な特徴を基に、全体の

鑑 西洋で受け継がれてきた表

現の特質などからルネサンス

の美術作品がもつよさや美し

さなどを感じ取り、新たな表

現を目指した作者の制作の意

図や表現の工夫について考え

態鑑 美術の創造活動の喜びを

味わい、作者の制作の意図

や表現の工夫、ルネサンス

について主体的に考えるな

どして、鑑賞する学習活動

に取り組もうとしている。 

６ 
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イメージや作風などで捉え

ることを理解している。 

るなどして、美意識を高め、

見方や感じ方を深めている。 

 

６ 指導観 

⑴ 題材観（美術科の観点から） 

本題材は、中学校学習指導要領（平成 29 年３月告示）第６節 美術 

［第２学年及び第３学年］２  内容 

Ｂ 鑑賞 

⑴ 鑑賞の活動を通して、次のとおり鑑賞に関する資質・能力を育成する。 

ア 美術作品などの見方や感じ方を深める活動を通して、鑑賞に関する次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

（ア）造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについ

て考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めること。 

〔共通事項〕 

⑴ 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導 

する。 

ア 形や色彩、材料、光などの性質や、それらが感情にもたらす効果などを理解すること。 

イ 造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風などで捉えることを理解すること。 

  を受けて設定した。 

   本題材は、国語科の教員と美術科の教員がティーム・ティーチングにより授業を行う。中学校学

習指導要領解説美術編（平成 29 年７月）には鑑賞の活動を充実させる手だての一つとして次のよ

うに記されている。「言葉を使うことにより自分の考えを整理したり、他者の考えなども聞きなが

ら、自分になかった視点や考えをもったりすることは大切であり、それらを取り入れながら、自分

の目と心でしっかりと作品を捉えて見ることにより、自分の中に新しい価値がつくりだされていく

ことになる。」  

このことから、美術科で培われる造形的な視点を生かしつつ、作品から感じ取ったよさや美しさ

を国語科の鑑賞文の学習で表現したり、伝え合ったりする。その過程を教科等横断的な視点で授業

設計することにより、生徒の資質・能力の向上が図られると考えた。 

     

⑵ 生徒観 

      第２学年の生徒は全体的に素直で明るく、授業においても積極的に自分の気持ちや意見を表すこ

とができる。また、周囲と協働で作業したり、話し合ったりする活動にも主体的に取り組むことが

できる。美術の制作活動では自分の表したい表現に取り組み、友達や教員からのアドバイスを制作

に生かせる柔軟性がある。第１学年の鑑賞活動では楽しそうに周囲と対話しながら取り組めていた

が、自分の感じていることを言葉で書き表すことや、根拠をもって話すことには課題が見られた。

作品のよさや美しさを感じ取ろうとする姿勢は着実に培われてきているため、言語活動を充実させ

ることにより、造形的な視点で対象を捉える力を更に伸ばし、それらを伝え合う活動を通して、見

方や感じ方を深めていく。 

 

 

 

７ 
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⑶ 教材観 

題材（単元）の前半では、国語科の教材を読む前に予備知識が無い状態で「最後の晩餐」の絵画

作品を鑑賞する。「最後の晩餐」はルネサンス期にイタリアの画家レオナルド・ダ・ヴィンチによ

って描かれたテンペラによる壁画作品である。新約聖書のイエス・キリストと十二使徒による最後

の晩餐をモチーフとしており、キリストがユダの裏切りを予告した場面としても広く知られる作品

である。「『裏切り者』は一体誰か」という問いを題材の導入で投げかけることにより、生徒の興味

を一気に惹きつけることを意図して、授業を計画する。作品の専門的な知識を有する生徒も一定数

いることが予想されるが、正解、不正解ではなく造形的な視点を根拠に推察することを伝える。グ

ループワークも取り入れながら、それぞれの感じ方を尊重する雰囲気を醸成する。 

その後、国語科教材の評論文「君は『最後の晩餐』を知っているか」及び解説資料「レオナル

ド・ダ・ヴィンチ作『最後の晩餐』の新しさ」（出典：「国語２」光村図書出版）に基づいて授業を

展開する。この教材では、「最後の晩餐」に対し「なぜか『かっこいい。』と思った。」という冒頭

に示される筆者の茫漠とした感想の根拠が具体的に説明されていく。筆者は「かっこいい。」と思

った根拠として主に「解剖学」、「遠近法」、「明暗法」の３点を挙げて説明している。造形的な視点

との関連を踏まえながら、文章構成の工夫について考える。第３時には解説資料の文章を比較し、

説得力のある文章構成について更に理解を深められるようにする。 

題材（単元）の後半では、同時代の彫刻家、画家ミケランジェロ・ブオナローティによって描か

れた「最後の審判」を鑑賞する。時代の他に、壁画作品であることや、新約聖書を題材としている

こともレオナルド・ダ・ヴィンチ作「最後の晩餐」と共通する。作品の背景や作者について簡単に

解説した後に「ミケランジェロ本人はどの人物か」と問う。造形的な視点を根拠に自分としての答

えを導き出し、鑑賞文としてまとめることを通して、見方や感じ方を深める。 

 

ア 生徒準備物（国語科・美術科共通） 

        一人１台の学習者用端末、美術科教科書、国語科教科書、筆記用具 

  イ 授業者準備物（国語科・美術科共通） 

     タブレット端末、プロジェクター、ワークシート（デジタル配布を含む）、作品（デジタル配 

布、紙に印刷して配布）、国語科教科書、美術科教科書 

    

７ 年間指導計画による位置付け 

 ⑴ 国語科 

 単元名・題材名 学習内容 

第１学年 ダイコンは大きな根？ 

「読むこと」において、文章の中心的な部分と付

加的な部分、事実と意見との関係などについて叙述

を基に捉え、要旨を把握する力を培う。 

第１学年 
「言葉」をもつ鳥、シジュウ

カラ 

 文章の構成や展開について粘り強く考え、学習の

見通しをもって考えたことを文章にまとめる力を培

う。 

第２学年 
思考のレッスン１ 

具体と抽象 

 意見と根拠及び具体と抽象など、情報と情報との

関係について理解を深める。 

 

８ 
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  ⑵ 美術科 

 単元名・題材名 学習内容 

第１学年 ロゴマークを作ろう 

 目的や条件などを基に、美的感覚を働かせて形や

色彩、図柄、材料、光などの組み合わせを簡潔にし

たり統合化したりするなど色の知識や性質、色と形

の関係などを理解することができた。本題材では、

この学習で培った形や色彩の関係性に対する知識な

どが生かせると想定している。 

第２学年 作家の目で世界を見てみよう 

 自分や友達の作品の造形的なよさや美しさを感じ

取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫など

について考えるなどして、美意識を高め、見方や感

じ方を深めることができた。この学習で培った見方

や感じ方を生かし、本題材ではより深く作品につい

て考えられるようにする。 

 

 

 

 

 授業デザインソフトの活用 ２  

 ⑴ 「TTチェックシート」を用いながら、各教科で育成したい資質・能力や授業のねらいを踏まえた

上で、指導計画を立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過年度の「年間指導計画一覧」を

確認すると、把握しやすくなる。 

 

９ 
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８ 題材（単元）の指導計画（全６時間） 

時 

〇主とな

る教科 

目標 

（教科） 
〇学習内容 ・学習活動 

評価規準 

国語科 美術科 

第１時 

〇美術科 

 形や色などの組み合わせ

や、それらが感情にもたら

す効果などを考えながら、

自分なりの意見をもつこと

ができる。(美術科) 

 

〇 「最後の晩餐」を鑑賞する。 

・ 「『裏切り者』は誰か」という問

いに向かって 個人で「最後の晩

餐」を鑑賞した後、班内で対話し

ながら鑑賞する。最後に自分とし

ての結論を鑑賞文として 

 まとめる。 

 

 ア①② 

鑑賞文 

ウ 

観察 

第２時 

〇国語科 

 文章の内容や構成を大ま

かに理解し、絵画作品の

「最後の晩餐」と文章を結

び付けて理解することがで

きる。（国語科） 

〇 文章の内容や構成を理解する。 

・ 前回の振返り 

・ 「君は『最後の晩餐』を知って

いるか」の範読を聞く。 

・ 文章を３つに分け、それぞれの

内容を整理する。 

・ 「解剖学」、「遠近法」、「明暗法」

について説明を聞く。 

・ 「解剖学」、「遠近法」、「明暗法」

がどこに使われているか「最後の

晩餐」と結び付け確認する。 

ア 

ワーク

シート 

 

第３時 

〇国語科 

 ２つの文章を比較し、そ

れぞれの特徴、共通点及び

〇 ２つの文章を比較して考える。 

・ 解説資料「レオナルド・ダ・ヴ

イ①② 

ワーク

 

授業時間 国語の学習 美術の学習 

メイン 

メイン 

メイン 

メイン 

補助 

補助 

使用教材と、その評価の有
無に関して、学習内容の行に
合わせて記入する。使用教材
の格納先のリンクを貼付する
と共有しやすくなる。 

10 
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相違点を表にまとめること

ができる。（国語科） 

ィンチ作『最後の晩餐』の新し

さ」を読み、共通点及び相違点を

明確にして表にまとめる。 

シート 

第４時 

〇国語科 

 グループでの鑑賞活動を

通して鑑賞文の書き方につ

いて理解を深めることがで

きる。（国語科） 

〇 鑑賞文を書く練習をする。 

・ グループで１枚の絵を鑑賞 

 する。 

・ 鑑賞した絵の魅力、根拠となる

特徴や感じたこと、想像したこと

を付箋に書き出す。 

・ 書き出した付箋の感想を推こう

し、協力して簡易的な鑑賞文を 

 書く。 

イ①② 

ワーク

シート 

付箋 

鑑賞文 

ウ 

グルー

プワー

ク観察 

 

第５時 

〇美術科 

 

造形的なよさや美しさを

感じ取り、作者の心情や表

現の意図と創造的な工夫な

どについて考えるなどし

て、美意識を高め、見方や

感じ方を深めることができ

る。（美術科） 

〇 「最後の審判」を鑑賞する。 

・ 「ミケランジェロ本人はどの人物 

か。」という問いに向かって 個人 

で「最後の審判」を鑑賞した後、 

班内で対話しながら鑑賞する。最 

後に自分としての結論を鑑賞文と 

してまとめる。 

 イ 

鑑賞文 

ウ 

振り返り 

第６時 

〇美術科 

造形的なよさや美しさを

感じ取り、作者の心情や表

現の意図と創造的な工夫な

どについて考えるなどし

て、美意識を高め、見方や

感じ方を深めることができ

る。（美術） 

〇 鑑賞文を読み合い、感想を伝え

合う。 

・ 鑑賞文を完成させる。 

・ 班になり互いの鑑賞文の感想を 

伝え合ったり、感じ方の違いにつ 

いて対話したりする。 

・ 題材（単元）の振返りを行う。 

 ウ 

ワーク

シート 
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９ 各時の展開 

⑴ 検証授業(美術科)（第１時/６時間） 

 ア 本時の目標 

   形と色などの組み合わせや、それらが感情にもたらす効果などを考えながら、自分なりの意見

をもつことができる。 

 イ 展開 

時

間 
〇学習内容 ・学習活動 ◇指導上の留意点・配慮事項 

評価規準 

（評価方法） 

導

入

７

分 

〇 「最後の晩餐」を見て考える。 

・ 第一印象について、近くの人と意

見交換する。 

 

○ 本時の目標を確認する。 

 

 

 

 

◇ 何名かの意見を板書し、どのよう

な印象を抱いたのか、クラス全体で

共有する。 

◇ 衛星地図サービスで作品がある教

会を確認する。 

 

 

 

展
開
38

分 

 

〇 「『裏切り者』は誰か」考える。 

・ 個人で授業支援クラウドに選んだ

人物とその理由をまとめる。（７分） 

 

 

 

 

○ 班で意見交換する。（５分） 

 

 

 

 

○ クラス全体の意見を踏まえて、最

終的な自分の考えを鑑賞文としてま

とめる。（26分） 

 

 

 

◇ 生徒が互いの感じ方を尊重し、造

形的な視点を十分に働かせることが

できるよう、「中央の人物がキリス

ト」であること、「キリストが磔刑に

なる最後の晩餐のシーン」であるこ

とを伝える。 

 

◇ 正解を導き出すことが目的ではな

く、人物の表情やしぐさ、座る位置

（構図）、色彩等を根拠として考える

ことが大切であることを伝える。 

 

◇ 授業支援クラウドの内容を全体で

共有するとともに、何名かに指名し

て意見を端的に板書する。適宜、問

い返しを行うことで造形的な視点で

捉えられるようにする。 

 

（美）ア① 

鑑賞文 

 

（美）ア② 

鑑賞文 

 

 

（美）ウ 

観察 

ま

と

め

５

分 

〇 本時の振返りをする。 

・ 授業支援クラウドへ自己評価を入

力する。 

◇ 何名かに指名し、鑑賞文の内容を

聞くことで、多様な考え方があるこ

とを理解させる。 

 

 

【目標】 形と色などの組み合わせや、描かれている人物の感情などを考えながら、

自分の意見をまとめよう。 
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課題文及び生徒の取組み 
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⑵ 検証授業(国語科)（第２時/６時間） 

 ア 本時の目標 

   文章の内容や構成を大まかに理解し、絵画作品の「最後の晩餐」と文章を結び付けて理解する

ことができる。 

 イ 展開 

時

間 
〇学習内容 ・学習活動 ◇指導上の留意点・配慮事項 

評価規 

（評価方法） 

導
入
10

分 

・ 漢字の学習に取り組む。（５分） 

 

〇 前時の活動を想起する。（４分） 

 

 

○ 本時の目標を確認する。（１分） 

 

 

 

 

 

 

◇ 前回の鑑賞文の内容を簡単に共有

するとともに、登場人物の説明を端

的に行う。 

 

展
開
35

分 

 

〇 「君は『最後の晩餐』を知ってい

るか」の内容を大まかに整理し、結

論の根拠がどこに、どのように示さ

れているか理解する。 

・ 指導者の範読を聞く。（７分） 

 

○ 文章を内容のまとまりごとに３つ

に分け、それぞれの内容を整理す

る。（13分） 

 

○ 「解剖学」、「遠近法」、「明暗法」

について説明を聞く。（５分） 

   

○ 「解剖学」、「遠近法」、「明暗法」

がどこに使われているか「最後の晩

餐」と結び付け確認する。（10分） 

 

 

◇ 範読を聞きながら、構成が分かれ

ると思う部分に線を引くように指示 

する。 

 

 

 

◇ 文章の内容が端的に伝わるよう

に、要約するように指示する。 

 

 

◇ スライドを用いながら図で視覚的

に補足し、説明する。 

 

◇ 絵と文章を比べながら確認する。 

 

（国）ア 

ワークシー

ト 

ま

と

め

５

分 

〇 本時の振り返りをする。 

・ 授業支援クラウドへ自己評価と感

想を入力する。 

◇ 何名かに指名し、感想の内容を聞

くことで、多様な考え方があること

を理解できるようにする。 

 

 

 

 

【目標】 文章の内容や構成を捉え、絵画作品の「最後の晩餐」と文章を結び付けて考 

えよう。 
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⑶ 検証授業(国語科)（第３時/６時間） 

 ア 本時の目標 

   ２つの文章を比較し、それぞれの特徴、共通点及び相違点を表にまとめることができる。 

 イ 展開 

時

間 
〇学習内容 ・学習活動 ◇指導上の留意点・配慮事項 

評価規準 

（評価方法） 

導

入

７

分 

○ 漢字の学習に取り組む。（５分） 

 

〇 前時の活動を想起する。 

  

〇 本時の目標を確認する。 

 

 

 

 

 

◇ 前回の内容を端的に振り返る。そ

れを踏まえ、本時の解説資料の内容

との関連を説明する。 

 

 

 

展
開
38

分 

 

〇 ２つの文章を比較して、文章の特

徴などについて考える。 

 

・ 解説資料「レオナルド・ダ・ヴィ

ンチ作『最後の晩餐』の新しさ」を

読み、本文との比較について観点を

明確にして表にまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 文章の特徴的な部分を表にまとめ

るように促す。 

 

（国）イ① 

ワークシー

ト 

（国）イ② 

ワークシー

ト 

ま

と

め

５

分 

〇 本時の振り返りをする。 

・ 授業支援クラウドへ自己評価と感

想を入力する。 

 

◇ 何名かに指名し、感想の内容を聞

くことで、多様な考え方があること

を理解できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目標】２つの文章を比較し、それぞれの特徴や共通点、相違点を表にまとめよう。 
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⑷ 検証授業(国語科)（第４時/６時間） 

 ア 本時の目標 

   グループでの鑑賞活動を通じて鑑賞文の書き方について理解を深めることができる。 

イ 展開 

時

間 
〇学習内容 ・学習活動 ◇指導上の留意点・配慮事項 

評価規準 

（評価方法） 

導

入

７

分 

・ 漢字の学習に取り組む。（５分） 

 

〇 前時の活動を想起する。 

 

〇 本時の目標を確認する。  

  

 

 

 

 

 

◇ 前回の内容を端的に振り返る。 

 

展
開
38

分 

 

〇 鑑賞文を書くために、自己の思い

や気付きを言語化し、グループで共有

する。 

 

・ グループで１枚の絵を鑑賞する。 

 

・ 鑑賞した絵の魅力、根拠となる特

徴や感じたこと、想像したことを付

箋に書き出す。 

 

・ 書き出した付箋の感想を推こう

し、グループで協力して鑑賞文を書

く。 

 

 

 

 

◇ グループ活動に入る前に、鑑賞文

の書き方を説明する。 

 

 

 

 

◇ 感じたこと、想像したことは次々

に書き出すように促す。 

 

 

◇ 班で協力して１つの鑑賞文を完成

できるよう、適宜、机間指導を 

 行う。 

 

（国）イ① 

ワークシー

ト、付箋、

鑑賞文 

 

（国）イ②  

ワークシー

ト、付箋、

鑑賞文 

 

（国）ウ 

グループワ

ーク観察 

ま

と

め

５

分 

〇 本時の振り返りをする。 

・ 授業支援クラウドへ自己評価と感

想を入力する。 

 

◇ 何名かに指名し、感想の内容を聞

くことで、多様な考え方があること

を理解できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

【目標】 グループでの鑑賞活動を行い、鑑賞文の書き方について理解を深めよう。 
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⑸ 検証授業(美術科)（第５時/６時間） 

 ア 本時の目標 

   造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて考え

るなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めることができる。 

  イ 展開 

時

間 
〇学習内容 ・学習活動 ◇指導上の留意点・配慮事項 

評価規準 

（評価方法） 

導

入

５

分 

〇 「最後の審判」を見る。 

・ 第一印象について、近くの人と意

見交換する。 

 

○ 本時の目標を確認する。 

 

 

 

 

◇ 何名かの意見を板書し、どのよう

な印象を抱いたのか、クラス全体で

共有させる。 

 

 

 

 

展
開
40

分 

 

〇 「ミケランジェロ本人はどの人物

か」考える。 

・ 個人で授業支援クラウドに選んだ

人物とその理由をまとめる。（７分） 

 

 

 

 

 

 

○ 班で意見交換する。（７分） 

 

○ クラス全体の意見を踏まえて、最

終的な自分の考えを鑑賞文としてま

とめる。（26分） 

 

 

◇ 「上部中央の人物がキリスト」で

あること、「キリストが磔刑になった

後の天国」であることの２点のみ伝

える。またミケランジェロについて

簡単に解説する。 

◇ 正解を導き出すことが目的ではな

く、人物の表情やしぐさ、座る位置

（構図）、色彩等を根拠として考える

ことが大切であることを伝える。 

 

◇ 授業支援クラウドの内容を全体で

共有するとともに、何名かに指名し

て意見を板書する。適宜、問い返し

を行うことで造形的な視点で捉えら

れるようにする。 

 

 

 

 

（美）イ 

鑑賞文 

 

ま

と

め 

５ 

分 

〇 本時の振り返りをする。 

・ 授業支援クラウドへ自己評価を入

力する。 

◇ 何名かに指名し、感想の内容を聞

くことで、多様な考え方があること

を理解できるようにする。 

（美）ウ 

振り返り 

 

 

 

 

【目標】 造形的なよさや美しさを感じ取ったり、作者の心情や表現の意図と創造的 

な工夫について考えたりして、自分の意見をまとめよう。 
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課題文及び生徒の取り組み 
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⑹ 検証授業(美術科)（第６時/６時間） 

 ア 本時の目標 

   造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて考え

るなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めることができる。 

  イ 展開 

時

間 
〇学習内容 ・学習活動 ◇指導上の留意点・配慮事項 

評価規準 

（評価方法） 

導

入

５

分 

〇 前時の振返りをする。 

 

 

 

○ 本時の目標を確認する。 

 

 

 

 

◇ 前時までの活動について、生徒の

気付きや考えについて想起すること

により、本時の活動に対する意欲を

高める。 

 

 

 

 

展
開
37

分 

 

〇 鑑賞文を読み合い、感想を伝え 

合う。 

 

 

 

○ 班になり、互いの鑑賞文の感想を

伝え合い、感じ方の違いについて対

話する。 

 

◇ 自分にはなかった考え方や感じ方

を造形的な視点で考えさせる。 

 

 

 

◇ 早く終わった班は、他の班の鑑賞

文を授業支援クラウドを活用して読

むことによって、他の班で共有され

た気付きや感じ方について確認でき

るようにする。 

 

 

（美）ウ 

ワークシー

ト 

ま

と

め 

８ 

分 

〇 題材（単元）の振り返りをする。 

・ 授業支援クラウドへ自己評価と振

り返りを入力する。 

 

◇ 何名かに指名し、題材（単元）の

振り返りの内容を聞くことで、多様

な考え方があることを理解できるよ

うにするとともに、自己の考えを深

めさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

【目標】 鑑賞文の感想を伝え合い、互いの考えを共有し、作品に対する見方や感じ 

方を深めよう。 
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美術 理科 検証授業Ⅱ 

既習事項の関連 
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美術科 学習指導案 

（理科の既習事項を踏まえた教科等横断的な学習） 

 

 授業デザインソフトの活用 １  

⑴ 本題材は外部人材を活用しながら、理科の既習事項（１学期「酸化と還元」）を踏まえた授業を行

った。第１時では外部人材が講義を行うため、「教科等横断 授業形態チェックシート」の授業形

態においては、数人で授業を実施→ティーム・ティーチングで実施（TT型）→外部人材 に該当

する。第２時以降は、理科の既習事項を踏まえながら、美術科教員が一人で授業を行ったため、 
  複数人では授業を実施しない→内容関連型 に該当する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ どちらの場合も、「年間指導計画一覧」で授業の実施状況を確認する。「外部人材チェックシー

ト」については、後述する。 

 

 ⑶  

 

 

 

 

 

 

                             「各教科等の見方・考え方」のページ 

                    各教科等の理解を深めるページも適宜参考にする。 
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１ 題材名 地球から、自分の「色」を生み出す 

 

２ 題材の目標 

⑴ 「知識及び技能」に関する題材の目標 

・ 形や色彩、材料などの性質や、それらが感情にもたらす効果などを理解することができる。  

（〔共通事項〕(1)ア） 

・ 造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風などで捉えることを理解することができる。

（〔共通事項〕(1)イ） 

・ 自作した顔料や用具の特性を生かし、意図に応じて自分の表現方法を追求して創造的に表すこ

とができる。（Ａ表現 (2)ア（ア）） 

・ 自作した顔料や用具、表現方法などから制作の順序などを総合的に考えながら、見通しをもっ

て表すことができる。（Ａ表現 (2)ア（イ）） 

⑵ 「思考力、判断力、表現力等」に関する題材の目標 

  ・ 自分がつくった顔料から感じ取ったこと、考えたこと、想像や感情、心の世界など基に主題を

生み出し、単純化や省略、強調、顔料の組み合わせなどを考え、創造的な構成を工夫し、心豊か

に表現する構想を練ることができる。（Ａ表現 (1)ア（ア）） 

  ・ 身近な環境の中に見られる造形的な美しさなどを感じ取り、安らぎや自然との共生などの視点

から生活や社会を美しく豊かにする美術や働きについて考えるなどして、見方や感じ方を深める

ことができる。（Ｂ鑑賞 (1)イ（ア）） 

⑶ 「学びに向かう力、人間性等」に関する題材の目標 

  ・ 主体的に美術の活動に取り組むことで、造形活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情を深

め、心豊かな生活を創造していく態度を養うことができる。  

 

３ 題材の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 
ウ 主体的に学習に取り組む 

態度 

知① 形、色彩や材料などの性

質や、それらが感情にもた

らす効果などを理解して 

いる。 

知② 造形的な特徴などを基

に、全体のイメージや作風

などで捉えることを理解し

ている。 

技① 自作した顔料や用具の特

性を生かし、意図に応じて

自分の表現方法を追求して

発 自作した顔料を深く見つめ 

ながら、感じ取ったこと、考

えたことや想像、感情などの

心の世界などを基に、主題を

生み出し、単純化、省略や強

調、顔料の組み合わせなどを

考え、創造的な構成を工夫

し、心豊かに表現する構想を

練っている。 

鑑 身近な環境の中に見られる 

造形的な美しさなどを感じ取 

態表 美術の創造活動の喜びを

味わい、主体的に感じ取っ

たことや考えたことなどを

基にした表現の学習活動に

取り組もうとしている。 

態鑑 美術の創造活動の喜びを

味わい、主体的に作品や身

近な環境に見られる造形的

な美しさについての鑑賞の

学習に取り組もうとして 

いる。 
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創造的に表している。 

技② 自作した顔料や用具、表

現方法の特性などから制作

の順序などを総合的に考

え、見通しをもって表現し

ている。 

り、安らぎや自然との共生な 

どの視点から生活や社会を美 

しく豊かにする美術や働きに 

ついて考えるなどして、見方 

や感じ方を深めている。 

 

 

４ 指導観 

⑴ 題材観 

本題材は、中学校学習指導要領（平成 29 年３月告示）第６節 美術 

〔第２学年及び第３学年〕２  内容 

Ａ 表現 

⑴  表現の活動を通して、次のとおり発想や構想に関する資質・能力を育成する。 

ア 感じ取ったことや考えたことなどを基に、絵や彫刻などに表現する活動を通して、発想や

構想に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

（ア） 対象や事象を深く見つめ感じ取ったことや考えたこと、夢、想像や感情などの心の世

界などを基に主題を生み出し、単純化や省略、協調、材料の組み合わせなどを考え、創

造的な構成を工夫し、心豊かに表現する構想を練ること。 

⑵  表現の活動を通して、次のとおり技能に関する資質・能力を育成する。 

ア 発想や構想をしたことなどを基に、表現する活動を通して、技能に関する次の事項を身に

付けることができるよう指導する。 

（ア）  材料や用具の特性を生かし、意図に応じて自分の表現方法を追求して創造的に表す 

こと。 

（イ） 材料や用具、表現方法の特性などから制作の順序などを総合的に考えながら、見通し

をもって表すこと。 

Ｂ 鑑賞 

⑴ 鑑賞の活動を通して、次のとおり鑑賞に関する資質・能力を育成する。 

イ 生活や社会の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を深める活動を通して、

鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

（ア） 身近な環境の中に見られる造形的な美しさなどを感じ取り、安らぎや自然との共生な

どの視点から生活や社会を美しく豊かにする美術の働きについて考えるなどして、見方

や感じ方を深めること。 

 

〔共通事項〕 

⑴ 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導 

する。 

ア  形や色彩、材料、光などの性質や、それらが感情にもたらす効果などを理解すること。 

イ  造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風などで捉えることを理解すること。 

を受けて設定した。 

本題材は、理科の既習事項と関連付けながら地域人材（絵の具の専門家）と連携し、鑑賞・表現

を一体とした授業を行う。 

事前に行った生徒への質問紙調査では、「美術の学習内容は、社会や生活の中で生かせることが

あると思う」か、という問いに対し、76％の生徒が肯定的な回答を行ったが、その内訳を見てみる

と、「当てはまる」は 24％に留まり、「どちらかといえば、当てはまる」が 52％であった。また、
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授業のワークシート等の記述を読むと美術で学んでいる内容が実社会とどのようにつながっている

のか、自らの生き方とどのように関わっているのか具体的にイメージできている生徒は少ないよう

に感じた。そこで、教科等横断的な視点、地域人材と連携した授業を行うことで各教科の学びや社

会とのつながりを実感させることができるのではないかと考えた。 

題材の導入の第１時では地域人材から絵の具や科学の歴史、最新の粉体工学に関して話を聞く。

人工顔料と天然顔料の違いや顔料の粒の大きさの違いによる明度や彩度の変化等、絵の具の原料に

なる顔料（岩石）について科学的な視点で捉えた上で、地球や SDGs、自らの生活等につなげて考

える。その後、生徒それぞれが集めた岩石を原料とし、顔料を作成する。作成したものは「世界で

一つだけの顔料」とし、生徒それぞれが色に名前を付ける。自分が作成した顔料を見つめ感じ取っ

たことや考えたこと、想像や感情などの心の世界などを基に主題を生み出し、絵画作品を制作す

る。自分が名付けた顔料から絵の具を作成し、制作することで描画材料に対する思い入れも深ま

り、主題も熟成されたものになっていくのではないかと考えた。 

   

⑵ 生徒観 

美術の授業に意欲的に取り組める生徒が多く、授業が始まる前から準備や制作活動に入ることが

できている。事前の質問紙調査では、「生活の様々な場面で見る色や形に美しさや面白さを感じる

ことがあり、それらを眺めたり、写真を撮ったりすることがある」か、という問いに対して、「当

てはまる」と答えた生徒が 39％、「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒は 42％に及ん

だ。日頃から、造形的な視点を大切にしながら生活していることが想像できるため、そのよさを更

に伸ばせるよう授業を計画する。 

 入学当初は見通しをもって制作していくことに対して難しさを感じている生徒も多くいたが、自

ら学習計画を立て、振り返る活動を通して自分の主題に基づきながら見通しをもって制作に臨める

ようになってきた。また、第１学年の模刻の授業を通じて、用具や材料を工夫して用いることもで

きるようになってきている。自分の表したいイメージをもちながら、楽しんで制作に取り組めてい

る一方で、自分の思いに合わせて創造することや、イメージを具体的な形にしていくことに課題を

感じている生徒もいる。生徒の意欲を更に向上させながら、自らの主題に向かって表現活動が行え

るような支援が必要である。 

 

⑶ 教材観 

絵の具は 粉状の色の粒（染料と顔料）とそれらを接合・接着する粘り気のあるメディウム（糊

に近い）から成り立っている。例えば、油絵の具のメディウムは乾性油であり、水彩絵の具はアラ

ビアゴム、アクリル絵の具はアクリル樹脂といった具合にメディウムの違いがそのまま絵の具の違

いとなる。色の粒である顔料は鉱物や土等を主な原料としていることが多い。そのため、絵の具は

身近な岩石を顔料としてつくることも可能である。顔料の歴史は古く、科学の発達とともに色数も

増えていった。本校の第２学年は６月に区内の教育センターが主催する理科の出前授業において、

孔雀石から銅を生成する化学反応の実験を行った。孔雀石は「緑青」の顔料に用いられる鉱物であ

る。「焼緑青」という深緑は孔雀石を燃焼させて酸化させたものである。理科の化学反応の既習事

項とも関連付けながら授業を展開していく。 

普段、何気なく使っている絵の具がどのようにできているのかを科学的な視点も踏まえながら理

解し、「自分の『色』」を生み出す活動を通じて、色や材料のよさや美しさを一層感じ取ることがで

きるようになると考えた。 

  制作に入る前段階に授業開始前の夏季休業期間を利用して、顔料にしたい石を集めてくることを

課題とした。色に名称を付ける際の一助として、石を採取した場所の写真を撮ることも伝えた。 
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  絵の具の作成には岩石の粉砕の工程があるため、安全に十分留意して行う。今回は一部、地域の

専門家に石の粉砕を依頼した。顔料の粒子の大きさにより明度や彩度にも変化が生じるため、班ご

とに高ナットとアイボルト、ダイヤモンド砥石等、粒子の大きさを変えて安全に粉砕できる用具を

用意しておく。 

  

 

 

 

 

 

 

 

▲ 夏休みの宿題として、生徒が集めた石を専門家に粉砕してもらった。 

▲  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 理科の既習事項との関連 

  （授業スライドより） 

 

 専門家によって粉砕された校庭の砂 ▶ 

 粒が小さくなると明度が高くなる。 

 また、燃焼させたものは暖色になる。 

       （授業スライドより） 
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ア 生徒準備物 

教科書、資料集、一人１台の学習者用端末、絵の具の素となる石、紙パレット、絵筆、マスク 

イ 授業者準備物 

タブレット端末、プロジェクター、画用紙、色紙、新聞紙、筆洗器、トレー、糊、メディウ

ム、モデリングペースト、アラビアゴム、膠、アイボルト、高ナット、ダイヤモンド砥石、

雑巾、ハンマー、ビニール袋、参考作品、粉砕した砂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 専門家から借用した道具は班ごとに貸し出し、輪番制で管理できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ▲ ボルトの中に石を入れて回すと安全に粉砕できる（左上）。さらに、細かくする 

       場合はタイルですり潰す（左下）。ダイヤモンド砥石ですり潰す方法もある（右）。 
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▲ 展色剤を選べるコーナーをつくった。 

 展色剤の違いによる質感や発色の違いに気付く 

 ようになった。                

 ▲ 絵の具とは何か。（授業スライドより） 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

５ 年間指導計画における位置付け 

 題材名 学習内容 

第１学年 見つめると見えてくるもの 

 身近なものを観察し、特徴や美しさから主題を

生み出し、構図や表現方法を工夫して絵画作品と

して表す。 

第１学年 ロゴマークを作ろう 

 目的や条件などを基に、美的感覚を働かせて形

や色彩、図柄、材料、光などの組み合わせを簡潔

にしたり統合したりするなど色の知識や性質、色

と形の関係などを理解する。 

第２学年 手は語る 
 対象をよく観察し、深く感じ取ったことから主

題を生み出し、塑像作品として表す。 

第２学年 
作家の目で世界を見てみ 

よう 

 自分や友達の作品の造形的な良さや美しさを感

じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫

などについて考えるなどして、美意識を高め、見

方や感じ方を深める。 

「最後の晩餐」テンペラ画（顔料＋卵） 

◀ 国語科の教材文「君は『最後の晩餐』を知っているか」の

中で「最後の晩餐」の画面全体が剥離していることが伝えら

れている。その原因として、壁画に適さないテンペラ絵の具

を使用していたことが考えられる。対照的に、「最後の審判」

では、フレスコ画の技法が用いられたことで、保存状態がよ

いことを説明した。画面が乾く過程で、顔料の表面に炭酸カ

ルシウムの強い塗膜が形成されることを科学反応式で説明し

たところ、理科の既習事項とのつながりから生徒の理解が深

まった。 
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６ 題材の指導計画と評価計画（全６時間） 

時 目標 〇学習内容 ・学習活動 評価規準 

第１時 

 

 

身近な環境の中に見られる造形的

な美しさなどを感じ取り、安らぎや

自然との共生などの視点から生活や

社会を美しく豊かにする美術の働き

について考えるなどして、見方や感

じ方を深めることができる。 

〇 専門家から絵の具に関する話を

聞く。 

・ 絵の具の成分や顔料に関する知 

識を得る。 

・ 理解したことをワークシートに 

まとめる。 

・ 感想を記入する。 

ア知①、イ鑑 

ワークシート 

 

ウ態鑑 

観察 

第２時 

 自作した顔料を深く見つめ感じ取

ったことや考えたこと、想像や感情

などの心の世界などを基に主題を生

み出し、単純化、省略や強調、顔料

の組み合わせなどを考え、創造的な

構成を工夫し、心豊かに表現する構

想を練ることができる。 

〇 石から顔料を作成し、メディウ

ムを工夫しながら絵の具を 

つくる。 

・ 顔料の粒の大きさよる明度や彩 

度の変化を確認する。 

・ メディウムの違いによる見え方 

の変化を協力して発見していく。 

イ発 

ワークシート 

 

第３時 

～  

第５時 

 自作した顔料や用具の特性を生か

し、意図に応じて自分の表現方法を

追求し、見通しをもちながら創造的

に表すことができる。 

〇 色に名前を付け、そこから感じ

取ったことを基に着想し、絵画作

品を制作する。 

・ 色に見合った主題を設定し、モ 

チーフ（抽象表現も含む）や表現 

を工夫しながら制作する。 

ア技①、イ発 

作品 

ア技② 

学習カード 

ウ態表 

観察 

第６時 

 造形的なよさや美しさを感じ取

り、作者の心情や表現の意図と創造

的な工夫などについて考えるなどし

て、美意識を高め見方や感じ方を深

めることができる。 

〇 相互鑑賞を行う。 

・ 作品に込めたねらいや想いを共 

有しながら相互鑑賞をする。 

・ 鑑賞カードを記入する。 

・ 題材の振り返りを行う。 

ア知② 

鑑賞カード 

ウ態表 

観察 

振り返り 

 

 授業デザインソフトの活用 ２  

 「外部人材チェックシート」の活用により、第１時の授業の打ち合わせを行った。 
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７ 各時の展開 

⑴ 検証授業（第１時/６時間） 

 ア 本時の目標 

   身近な環境の中に見られる造形的な美しさなどを感じ取り、安らぎや自然との共生などの視点

から生活や社会を美しく豊かにする美術の働きについて考えるなどして、見方や感じ方を深める

ことができる。 

  イ 本時の展開 

時

間 
〇学習内容 ・学習活動 ◇指導上の留意点・配慮事項 

評価規準 

（評価方法） 

導

入 

２

分 

〇 講師の先生の紹介を聞く。 ◇ これまでの既習事項との関連につ

いて想起できるよう声を掛ける。 

 

展
開
45

分 

〇 講師から絵の具に関する話を 

聞く。 

「世界に繋がる岩絵の具（天然顔

料）」 

 

 

主な内容 

１ 人工顔料と天然顔料 

人為と自然 

人造無機顔料と天然ラピスラズリ

との比較 

２ 身の回りの色彩環境 

  染料と顔料の褪色比較 

３ 天然顔料の歴史 

  マレーシアの岩窟壁画や稀少鉱物

顔料に関して 

４ 世界につながる天然顔料 

  世界各地での天然顔料を巡る動向 

岩絵の具のイノベーション（先端

技術との融合） 

  分級（顔料の粒子の大きさ）の違

いによる顔料の明度の変化 

 

◇ 生徒の様子を観察し、講師の話の

どの場面でどのような反応があるか

を記録し、第２時以降の授業に生か

せるようにする。 

 

◇ 生徒の様子を見取り、臨機応変に

質疑応答の時間を設定する等、適切

に補助できるようにする。 

ア知①、イ

鑑 

ワークシー

ト 

 

ウ態鑑 

観察 

ま
と
め
３
分 

〇 学習の振り返りを行う。 

 

◇ 何名かに指名し、感想の内容を聞

くことで、多様な考え方があること

を理解できるようにする。 
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⑵ 検証授業（第２時/６時間） 

 ア 本時の目標 

   自作した顔料を深く見つめ感じ取ったことや考えたこと、想像や感情などの心の世界などを基

に主題を生み出し、単純化、省略や強調、顔料の組み合わせなどを考え、創造的な構成を工夫

し、心豊かに表現する構想を練ることができる。 

 イ 本時の展開 

時

間 
〇学習内容 ・学習活動 ◇指導上の留意点・配慮事項 

評価規準 

（評価方法） 

導

入

５

分 

〇 前時の振り返りを行う。 

〇 題材全体の流れと本時の目標を確

認する。 

 

 

 

 

 

◇ ＩＣＴ機器を活用し、前時の専門

家の講義内容と本時の目標のつなが

りについて考えられるよう声を 

掛ける。 

 

 

 

 

 

 

 

展
開
40

分 

○ 班ごとに役割分担を行った上で協

力して準備を行う。 

 

〇  石から顔料を作成し、メディウム

を工夫しながら絵の具をつくる。 

・ 材料の粒の大きさによる明度や彩

度の変化を確認する。 

・ メディウムの違いによる見え方の

変化を協力して発見していく。 

・ 気付いたことをワークシートにま

とめる。 

・ ワークシートを一人 1台の学習者

用端末で撮影し、学習支援クラウド

に提出する。 

 

○ 班で協力して片付ける。 

◇ 当番表を活用し、主体的に準備や

片付けが行えるようにする。 

◇ 各自の制作に入る前に、用具の基

本的な扱いを確認する。石の粉砕方

法やメディウムの使い方に関しては

ＩＣＴ機器を活用して要点のみ伝

え、生徒の意欲を高め、試行錯誤を

促す。 

 

 

◇ 制作の補助として、ヒント集を学

習支援クラウドに上げておく。 

 

イ発 

ワークシー

ト 

 

ま

と

め

５

分 

〇 学習の振り返りを行う。 

・ 片付け終わった生徒から、学習支

援クラウドに自己評価と感想を入力

する。 

・ 記入が終わった生徒は他の生徒の

ワークシートの内容を確認する。 

◇ 授業の感想について数名の考えを

紹介し、ワークシートの内容を全体

で共有することで、考え方を広げら

れるようにする。 

◇ 次回の授業の持ち物や学習内容を

確認し、次時への見通しをもてるよ

うにする。 

 

 

 

【目標】 自作した顔料を深く見つめ感じ取ったことや考えたこと、想像や感情など

の心の世界などを基に主題を生み出し、単純化、省略や強調、顔料の組み合

わせなどを考え、創造的な構成を工夫し、心豊かに表現する構想を練ること

ができる。 
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⑶ 検証授業（第３時/６時間） 

 ア 本時の目標 

   自作した顔料や用具の特性を生かし、意図に応じて自分の表現方法を追求し、見通しをもちな

がら創造的に表すことができる。 

 イ 本時の展開 

時

間 
〇学習内容 ・学習活動 ◇指導上の留意点・配慮事項 

評価規準 

（評価方法） 

導

入

５

分 

〇 前時の振り返りを行う。 

〇 本時の目標を確認する。 

◇ 前時のワークシートの内容につい

て、数名の意見を聞きながら、スク

リーンで共有する。 

 

 

 

 

 

展
開
40

分 

〇  石から顔料を作成し、メディウム

を工夫しながら絵の具をつくる。 

（前時からの続き） 

・  顔料の粒の大きさの違いによる明

度や彩度の変化を確認する。 

・  メディウムの違いによる色の見え

方の変化を協働的に発見していく。 

・  気付いたことをワークシートにま

とめ、色に名前を付ける。 

・  ワークシートを一人１台の学習者

用端末で撮影し、学習支援クラウド

に提出する。 

（前半は前時と同じ学習活動を行う） 

・  気に入った色をカードにまとめて

いきながら、作品の構想を練る。 

 

○  班で協力して片付ける。 

◇ 状況に応じて、全体説明や他の班

の生徒の作品を鑑賞しに行ってもよ

い時間を柔軟に設定する。 

 

 

◇ 次時の作品づくりに向けイメージ

を広げられるよう、色を見たときの

印象や気付きなどについて、適宜問

い掛ける。 

 

◇ 面白い気付きや発想が見られた場

合には全体共有する。 

 

ア技①、イ

発 

作品 

 

ア技② 

学習カード 

 

ウ態表 

観察 

 

ま

と

め

５

分 

〇  学習の振り返りを行う。 

・  片付け終わった生徒から、学習支

援クラウドに自己評価と感想を入力

する。 

・ 記入が終わった生徒は他の生徒の

ワークシートの内容を確認する。 

 

◇ 授業の感想について数名の考えを

紹介し、ワークシートの内容を全体

で共有することで、考え方を広げら

れるようにする。 

◇ 次回の授業の持ち物や学習内容を

確認し、次時への見通しをもてるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

【目標】 自作した顔料や用具の特性を生かし、意図に応じて自分の表現方法を追求

し、見通しをもちながら創造的に表すことができる。 
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⑷ 検証授業（第４時/６時間） 

 ア 本時の目標 

   自作した顔料や用具の特性を生かし、意図に応じて自分の表現方法を追求し、見通しをもちな

がら創造的に表すことができる。 

 イ 本時の展開 

時

間 
〇学習内容 ・学習活動 ◇指導上の留意点・配慮事項 

評価規準 

（評価方法） 

導

入

５

分 

〇 前時の振り返りを行う。 

 

〇 本時の目標を確認する。 

 

 

 

 

◇ 前時のワークシートの内容につい

て、数名の意見を聞きながら、スク

リーンで共有する。 

 

 

 

 

展
開
40

分 

〇 自作した顔料から主題を生み出

し、絵画表現に取り組む。 

 

・ 自作した色に名前を付け、作品の構

想を練る。 

 

・ 自作した顔料の色や特徴を味わい

ながら、自分の思いを基に絵画表現

に取り組む。 

 

 

 

○ 班で協力して片付ける。 

 

◇ 状況に応じて、全体説明や他の班

の生徒の作品を鑑賞しに行ってもよ

い時間を柔軟に設定する。 

◇ 面白い気付きや発想が見られた場

合には全体で共有する。 

◇ 適宜、机間指導を行い、構想が固

まらない生徒の支援を行う。色から

着想することや、表現したいことを

丁寧に聞き取る。 

ア技①、イ

発 

作品 

 

ア技② 

学習カード 

 

ウ態表 

観察 

 

ま

と

め

５

分 

〇 学習の振り返りを行う。 

・ 片付け終わった生徒から、授業支

援クラウドに自己評価と感想を入力

する。 

・ 記入が終わった生徒は他の生徒の

ワークシートの内容を確認する。 

 

◇ 授業の感想について数名の考えを

紹介し、ワークシートの内容を全体

で共有することで、考え方を広げさ

せる。 

◇ 次回の授業の持ち物や学習内容を

確認し、次時への見通しをもてるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

【目標】 自作した顔料や用具の特性を生かし、意図に応じて自分の表現方法を追求

し、見通しをもちながら創造的に表すことができる。 
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⑸ 検証授業（第５時/６時間） 

 ア 本時の目標 

   自作した顔料や用具の特性を生かし、意図に応じて自分の表現方法を追求し、見通しをもちな

がら創造的に表すことができる。 

 イ 本時の展開 

時

間 
〇学習内容 ・学習活動 指導上の留意点・配慮事項 

評価規準 

（評価方法） 

導

入

５

分 

〇 前時の振り返りを行う。 

〇 本時の目標を確認する。 

 

 

 

 

 

◇ 前時のワークシートの内容につい

て、数名の意見を聞きながら、スク

リーンで共有する。 

 

 

 

展
開
40

分 

〇 自作した顔料から主題を生み出

し、絵に表す。 

 

・ 前時までの自己の表現を改めて見

つめ直し、主題について捉え直した

り更に深めたりして表現活動に取り

組む。 

 

・ 班で協力して片付ける。 

 

◇ 適宜、机間指導を行い、表現方法

等につまずきの見られる生徒の支援

を中心に行う。 

◇ 色の印象やイメージについて問い

掛けながら、表現したいことについ

て丁寧に聞き取り、表現について試

行錯誤できるよう促す。 

ア技①、イ

発 

作品 

 

ア技② 

学習カード 

 

ウ態表 

観察 

 

ま

と

め

５

分 

〇 学習の振り返りを行う。 

・ 片付け終わった生徒から、授業支

援クラウドに自己評価と感想を入力

する。 

・ 記入が終わった生徒は他の生徒の

ワークシートの内容を確認する。 

◇ 授業の感想について数名の考えを

紹介し、ワークシートの内容を全体

で共有することで、考え方を広げら

れるようにする。 

◇ 次回の授業の持ち物や学習内容を

確認し、次時への見通しをもてるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目標】 自作した顔料や用具の特性を生かし、意図に応じて自分の表現方法を追求

し、見通しをもちながら創造的に表すことができる。 
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⑹ 検証授業（第６時/６時間） 

 ア 本時の目標 

   造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて考え

るなどして、美意識を高め見方や感じ方を深めることができる。 

 イ 本時の展開 

時

間 
〇学習内容 ・学習活動 指導上の留意点・配慮事項 

評価規準 

（評価方法） 

導

入

５

分 

〇 前時の振り返りを行う。 

〇 本時の目標を確認する。 

 

 

 

 

 

 

◇ これまでの活動について想起でき

るよう声を掛け、表現と鑑賞とのつ

ながりを意識できるようにする。 

 

 

展
開
38

分 

〇 表現活動の振返りを行う。 

・ 作品のキャプションを作成する。 

・ 作品を撮影し、授業支援クラウド

へ提出する。 

 

〇 相互鑑賞を行う。 

・ グループで、作品の主題や感想な

どを伝え合う。 

・ 作品のよさを造形的な視点に基づ

いてワークシートにまとめる。 

 

◇ 色の名前の由来や、作品の主題が

伝わるようにキャプションの項目を

工夫できるようにする。 

 

 

◇ 早く終わった生徒は、授業支援ク

ラウド上で他の班員の作品を鑑賞す

るように指示する。 

ア知② 

鑑賞カード 

 

ウ態表 

観察 

振り返り 

ま

と

め

７

分 

〇 題材の振り返りを行う。 

・ 授業支援クラウドに自己評価と感

想を入力する。 

・ 記入が終わった生徒は他の生徒の

ワークシートの内容を確認する。 

 

◇ 題材の感想について数名の考えを

紹介し、ワークシートの内容を全体

で共有することで、考え方を深めら

れるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目標】 造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工

夫などについて考えるなどして、美意識を高め見方や感じ方を深めることが

できる。 
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生徒の作品（持参した石からつくった絵の具で制作） 

35 


